
親御さんの病気や障がいについて、どんな説明を受けたかったか、 

どんな言葉をかけて欲しかったかを把握するアンケート 

調査結果 

 

最後まで質問に答えてくださった方、成人されている方を分析対象とさせていただき、 

有効回答数 64とさせていただきました。 

 

１．対象者の年齢構成              ２．対象者の性別 

   

３．違和感に気づいた年齢            ４．障がいを持つ方との関係 

   
 

５．親御さんの診断名 

 

11

7

12

6

13

8

3 3

1
研究協力者(対象者)の年齢
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ｎ=64
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研究協力者(対象者)の性別

男性 女性

ｎ=64
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違和感を感じた年齢

誕生～6歳 7歳～9歳 10歳～12歳

13歳～15歳 16歳～18歳 19歳～20歳

成人してから

7

51

6

障害を持つ人

父 母 両親

ｎ=64
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障害を持つ親御さんの診断名 ｎ=64

複数回答あり



６．病気や障がいの説明の有無 

 
 

７．説明をしてくれた人

 

   ＊全年齢はその項目をチェックした人の総数（子ども時代＋成人後） 

 

８．障がいの説明を聞いて良かったこと(複数回答) 
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障がいに関する説明の有無

説明有 説明有（成人後） 説明無し

ｎ=64
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障がいについて説明してくれた人

全年齢 成人後

ｎ=37

複数回答あり
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障がいの説明を聞いて良かったこと ｎ=64



９．障がいについて、説明して欲しかった時期 

 
 

10．説明して欲しかった内容(複数回答) 

 

 

11．大人からかけて欲しかった言葉(複数回答) 
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障がいの説明をして欲しかった時期

小学校低学年の頃 小学校高学年の頃
中学生の頃 高校生の頃
専門学校・大学生の頃 社会人になってから
知りたいと思ったことはない 未記入
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どんな説明が聞きたかったか ｎ=64
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大人にかけて欲しかった言葉 ｎ=64


